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【
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

神
に
迫
ら
れ
た
改
革
――
日
本
を
神
学
す
る

大　

木　

英　

夫

1
．
行
く
先
不
明
の
出
エ
ジ
プ
ト

一
年
前
の
三
・
一
一
の
東
京
の
夜
は
、
至
る
所
交
通
渋
滞
、
ま
た
都
心
か
ら
脱
出
（exodus

）
の
行
列
が
一
晩
中
路
上
に
溢
れ
て
い
た
。

そ
こ
に
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
「
火
の
柱
」
も
「
雲
の
柱
」
も
な
か
っ
た
。「
日
本
は
ど
う
な
る
か
、
人
間
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」
と
い
う

問
い
が
の
た
う
つ
よ
う
な
行
列
光
景
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
ん
な
大
地
震
は
東
京
で
は
二
度
目
で
あ
っ
た
、
今
か
ら
八
九
年
も
昔
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
、
そ
の
と
き
の

東
京
の
惨
状
は
、
原
爆
下
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
に
勝
る
ほ
ど
の
大
崩
壊
で
あ
っ
た
。
死
者
行
方
不
明
合
わ
せ
て
一
〇
万
五
〇
〇
〇
、
被

災
者
総
数
一
九
〇
万
と
い
う
記
録
を
残
し
た
。
こ
の
関
東
大
震
災
の
直
前
ま
で
の
日
本
は
、
日
清
・
日
露
の
戦
争
に
勝
利
し
、
第
一
次
世
界

大
戦
は
英
仏
米
連
合
国
側
で
戦
い
、
繁
栄
の
大
正
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
時
代
を
享
楽
し
て
き
た
。
し
か
し
、
新
興
日
本
を
支
え
て
き
た
日
英
同
盟

は
廃
止
（
一
九
二
一
）、
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
八
月
一
七
日
に
失
効
、
そ
し
て
そ
の
わ
ず
か
一
五
日
後
、
関
東
大
震
災
は
東
京
を
惨

憺
た
る
情
景
と
化
し
た
。
――
金
子
み
す
ゞ
の
詩
が
残
っ
て
い
る
。「
去
年
の
け
ふ
は
今
ご
ろ
は
、
／
私
は
積
木
を
し
て
ま
し
た
。
／
積
木

の
城
は
が
ら
が
ら
と
、
／
見
る
ま
に
崩
れ
て
散
り
ま
し
た
。
／
去
年
の
け
ふ
の
、
夕
方
は
、
／
芝
生
の
う
へ
に
居
り
ま
し
た
。
／
黒
い
火
事
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雲
こ
は
い
け
ど
、
／
母
さ
ん
お
瞳め
め

が
あ
り
ま
し
た
。
／
去
年
の
け
ふ
が
暮
れ
て
か
ら
、
／
せ
ん
の
お
家
は
焼
け
ま
し
た
。
／
あ
の
日
届
い
た

洋
服
も
、
／
積
木
の
城
も
焼
け
ま
し
た
。
／
去
年
の
け
ふ
の
夜
更
け
て
、
／
火
の
色
映
る
雲
の
間
に
、
／
し
ろ
い
月
か
げ
見
た
と
き
も
、
／

母
さ
ん
抱
い
て
て
呉
れ
ま
し
た
。
／
お
衣べ
べ

も
み
ん
な
あ
た
ら
し
い
、
／
お
家
も
と
う
に
建
つ
た
け
ど
、
あ
の
日
の
母
さ
ん
か
へ
ら
な
い
。
／

今
年
は
さ
び
し
く
な
り
ま
し
た
。）1
（

」
――
こ
の
女
性
詩
人
は
や
が
て
自
殺
し
た
。
――
こ
の
東
京
潰
滅
か
ら
十
年
後
の
一
九
三
三
年
、
当
時

常
任
理
事
国
の
日
本
は
国
際
連
盟
脱
退
、
そ
の
同
じ
年
台
頭
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
と
結
託
、
枢
軸
同
盟
を
結
び
、
そ
し
て
あ
の
惨
憺
た

る
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
へ
と
行
く
運
命
の
舵
を
切
っ
て
行
っ
た
）
2
（

。

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
は
、
す
ぐ
広
く
世
界
中
へ
報
道
さ
れ
た
。
災
害
の
巨
大
さ
の
中
、
閃
く
よ
う
な
二
つ
の
言
葉
で
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
は
南
三
陸
町
役
場
の
女
性
職
員
遠
藤
未
希
さ
ん
と
い
う
若
い
女
性
が
、
職
場
を
離
れ
ず
マ
イ
ク
を
手
放
す
こ
と
な
く
避
難
を
呼
び
続
け
、

そ
し
て
彼
女
は
巨
大
な
ツ
ナ
ミ
に
さ
ら
わ
れ
て
行
っ
た
殉
職
の
こ
と
、
も
う
一
つ
は
或
る
有
名
な
仏
教
学
者
が
、
大
震
災
の
残
し
た
惨
状
を

「
賽
の
河
原
」
と
い
う
仏
教
的
言
葉
で
言
い
現
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
も
死
の
問
題
で
あ
る
。
仏
教
的
人
生
観
は
「
生
老
病
死
」、
し

か
し
「
賽
の
河
原
」
か
ら
向
こ
う
岸
へ
渡
れ
な
い
。
ニ
ー
チ
ェ
の
永
劫
回
帰
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
遠
藤
未
希
の
「
未
希
」
は
「
未

来
の
希
望
」、「
希
望
」（
信
仰
・
希
望
・
愛
）、
こ
の
人
の
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
の
有
無
は
と
も
か
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
言
葉
で
あ
る
。

遠
藤
未
希
さ
ん
の
死
と
は
何
か
。
旧
約
の
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
は
、
神
が
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
に
こ
う
問
う
た
と
書
い
て
あ
る
。「
人
の
子
よ
、
こ

れ
ら
の
骨
は
、
生
き
返
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」。
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
神
の
前
（coram

 D
eo

）
に
出
で
立
つ
。「
出
で
立
つ
」（ex-

sistere

）
と
は
、
語
義
的
に
は
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
う
「
自
己
自
身
の
外
に
立
つ
こ
と
（sich vorw

eg sein

）」
で
あ
る
。
未
希
さ
ん
の
死
を

エ
ゼ
キ
エ
ル
書
が
解
明
す
る
。
未
希
さ
ん
の
「
死
」
は
「
生
老
病
死
」
の
よ
う
な
行
き
止
ま
り
で
は
な
い
。
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
、
そ
れ
を
神
に

問
う
た
。
そ
れ
は
未
希
さ
ん
の
「
未
来
の
希
望
」
に
関
わ
る
答
え
で
あ
る
。
エ
ゼ
キ
エ
ル
に
神
は
、「
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
に
預
言
し
て
言
え
。

主
な
る
神
は
こ
う
言
わ
れ
る
、
わ
が
民
よ
、
見
よ
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
墓
を
開
き
、
あ
な
た
が
た
を
墓
か
ら
と
り
あ
げ
て
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
地
に
は
い
ら
せ
る
。
わ
が
民
よ
、
わ
た
し
が
あ
な
た
が
た
の
墓
を
開
き
、
あ
な
た
が
た
を
そ
の
墓
か
ら
と
り
あ
げ
る
時
、
あ
な
た
が
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た
は
、
わ
た
し
が
主
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
」（
三
七
：
一
二
―
一
三
、
口
語
訳
、
以
下
同
様
）。
――
遠
藤
未
希
さ
ん
の
死
は
、
永
遠
の
命
を

も
っ
て
い
る
。
死
滅
か
、「
賽
の
河
原
」
か
、
そ
う
で
は
な
く
永
遠
の
命
か
。
そ
の
こ
と
が
決
着
さ
れ
覚
悟
さ
れ
る
時
に
、
こ
の
日
本
の
深

く
内
面
か
ら
の
転
回
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

2
．
関
東（
東
京
）大
震
災
（
一
九
二
三
・
九
・
一
）
後
か
ら
第
二
次
大
戦
後
ま
で
の
日
本
の
神
学
問
題

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
の
伝
道
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
は
、
内
村
鑑

三
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
彼
の
信
仰
思
想
は
、
そ
の
墓
銘
碑
に
よ
く
現
れ
出
て
い
る
。“I for Japan, Japan for the W

orld, T
he W

orld 

for C
hrist, A

nd A
ll for G

od. ”

日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
問
題
は
、
関
東
（
東
京
）
大
震
災
後
間
も
な
く
内
村
は
じ
め
明
治
初
期
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
指
導
者
た

ち
が
世
を
去
っ
た
後
、
そ
し
て
日
本
の
軍
国
主
義
化
へ
の
大
き
な
転
換
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
露
わ
と
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
関
東
大
震

災
の
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
第
一
次
大
戦
後
、
神
学
者
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
が
台
頭
し
た
。
知
的
な
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
牧
師
・
信
徒
は

バ
ル
ト
神
学
に
傾
倒
し
た
。
一
九
三
三
年
、
ヒ
ト
ラ
ー
台
頭
後
、
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
奇
妙
な
現
象
が
起
こ
っ
た
。
ま
さ
に
そ
の

一
九
三
三
年
、
バ
ル
ト
は
『
今
日
の
神
学
的
実
存
』
を
も
っ
て
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
結
び
つ
く
「
ド
イ
ツ
的
キ
リ
ス
ト
者
」
と
対
立
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
奇
妙
な
現
象
が
現
れ
た
。「
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
ご
と
く
」
と
い
う
バ
ル
ト
の
言
葉
を
用
い
て
、
日
曜
日
の
教
会
は
い
わ
ば
精
神

の
カ
タ
コ
ン
ベ
の
中
で
垂
直
次
元
の
礼
拝
を
守
る
、
そ
し
て
週
日
に
は
軍
国
主
義
日
本
の
中
で
国
策
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な

二
面
性
は
、
バ
ル
ト
神
学
的
「
超
越
」
の
悪
用
な
し
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
洋
の
島
国
日
本
か
ら
の
亡
命
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
軍
国
主
義
的
国
策
へ
の
順
応
と
な
っ
た
。
や
が
て
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
は
断
ち
切
ら
れ
、
諸
教
派
は
一
九
四
一
年
「
日
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本
基
督
教
団
」
へ
と
合
併
統
合
さ
れ
た
。

日
本
の
バ
ル
テ
ィ
ア
ン
は
、
戦
中
・
戦
後
「
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
如
く
」
を
合
言
葉
に
バ
ル
ト
神
学
に
執
着
し
、
そ
の
傾
倒
は
敗
戦
後

も
引
き
続
く
。
む
し
ろ
敗
戦
後
バ
ル
ト
神
学
へ
の
傾
倒
は
さ
ら
に
深
ま
り
、
日
本
で
は
あ
の
巨
大
な
バ
ル
ト
の
『
教
会
教
義
学
』
全
巻
の
翻

訳
さ
え
果
た
さ
れ
た
）
3
（

。

第
二
次
大
戦
後
の
二
年
目
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
た
世
界
教
会
会
議
は
、「
世
界
の
無
秩
序
と
神
の
計
画
」
と
い
う
主
題
で
行

わ
れ
た
。
バ
ル
ト
は
こ
の
題
に
真
っ
向
か
ら
反
論
、「
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
よ
」
と
の
聖
句
に
よ
り
、
題
名
の
上
下
逆
転
を
要
求

し
た
。
そ
こ
に
バ
ル
ト
的
垂
直
次
元
が
戦
後
も
明
確
に
見
え
た
。
ニ
ー
バ
ー
は
、
そ
れ
に
対
し
て
「
わ
れ
わ
れ
は
人
で
あ
っ
て
神
で
は
な

い
」
と
い
う
再
逆
転
を
も
っ
て
反
論
し
た
。
水
平
次
元
と
歴
史
次
元
を
意
味
す
る
）
4
（

。
そ
の
後
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
』
誌
上
で
の

バ
ル
ト
と
ニ
ー
バ
ー
の
論
争
と
な
っ
た
）
5
（

。
ニ
ー
バ
ー
は
そ
の
論
争
後 Faith and H

istory 

を
出
版
（
一
九
四
九
）、「
歴
史
」
の
水
平
次
元
に

目
を
向
け
た
。
ニ
ー
バ
ー
の
バ
ル
ト
批
判
は
、
垂
直
次
元
か
ら
水
平
次
元
へ
の
神
学
的
転
向
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
対
決
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
戦
時
中
、
戦
後
は
モ
ル
ト
マ
ン
が
、
バ
ル
ト
と
は
違
う
方
向
を
示
し
た
。

戦
後
は
既
に
日
本
基
督
教
団
か
ら
戦
前
の
旧
教
派
に
戻
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
母
教
派
と
の
関
係
を
取
り
戻
す
動
き
が
あ
り
、
残
存
し
た
日
本

基
督
教
団
は
、
遅
れ
馳
せ
の
一
九
六
七
年
「
戦
争
責
任
告
白
」
を
日
本
基
督
教
団
議
長
個
人
名
で
出
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
教
団
の
指
導
的

牧
師
・
信
徒
の
間
に
は
東
西
対
立
に
お
け
る
バ
ル
ト
の
東
へ
の
傾
き
の
影
響
を
受
け
、
ロ
マ
ド
カ
指
導
の
プ
ラ
ー
ハ
平
和
会
議
と
の
連
携
を

も
っ
て
、
一
種
の
左
傾
反
米
を
ひ
き
起
こ
し
た
。
バ
ル
ト
は
、
ソ
連
軍
プ
ラ
ー
ハ
侵
攻
の
報
を
聞
き
な
が
ら
死
ん
だ
。
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3
．
こ
の
東
日
本
大
震
災
に
至
る
日
本
の
神
学
状
況
――
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
終
末
論

東
日
本
大
震
災
の
状
況
を
旧
来
の
バ
ル
ト
的
垂
直
次
元
の
発
想
で
は
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
巨
大
な
ツ
ナ
ミ
は
、
原
発
を
は
じ
め
近

代
文
明
の
垂
直
次
元
を
押
し
倒
し
、
押
し
流
し
た
。「
地
の
基
ふ
る
い
動
く
」、
垂
直
次
元
の
文
明
（
バ
ベ
ル
の
塔
を
思
い
出
す
）
を
す
べ
て

押
し
倒
す
激
震
が
、
何
を
呼
び
覚
ま
し
た
か
。
グ
ロ
ー
ブ
が
――
自
転
公
転
で
は
な
い
――
「
転
開
」
し
て
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
す
る
、「
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
過
去
二
十
年
の
間
に
発
生
し
た
新
し
い
言
葉
、
地
球
の
未
来
志
向
的
「
転
開
」
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
現
代

世
界
を
押
し
流
し
だ
し
た
。
現
代
知
性
は
そ
れ
を
ど
う
捉
え
る
か
。
こ
の
現
状
を
神
学
的
に
捉
え
直
す
こ
と
は
、
ま
ず
神
学
自
体
の
改
革
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

或
る
年
わ
た
し
は
、
或
る
出
版
社
か
ら
『
バ
ル
ト
』
と
い
う
書
の
著
作
を
依
頼
さ
れ
た
。
バ
ル
ト
の
書
斎
に
は
コ
ル
マ
ー
ル
の
美
術
館
に

あ
る
グ
リ
ュ
ー
ネ
ヴ
ァ
ル
ト
の
有
名
な
十
字
架
像
の
小
型
の
も
の
が
飾
っ
て
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
し
か
し
、
バ
ー
ゼ
ル
の
美
術
館
で
ホ
ル
バ

イ
ン
の
『
墓
に
横
た
わ
る
キ
リ
ス
ト
』
を
見
た
と
き
圧
倒
さ
れ
た
）
6
（

。
そ
の
時
か
ら
、
バ
ル
ト
の
垂
直
次
元
の
神
学
と
は
異
な
る
、「
水
平
次

元
」
の
神
学
的
開
示
を
受
け
た
よ
う
な
思
い
で
あ
っ
た
。

以
前
か
ら
わ
た
し
は
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
が
「
世
界
史
」
と
い
う
概
念
は
、
本
来
救
済
史
（H

eilsgeschichte

）
に
由
来
す
る
も
の
だ
と

言
っ
た
こ
と
に
啓
発
さ
れ
て
い
た
）
7
（

。
仏
教
的
人
生
観
は
「
生
老
病
死
」、
そ
の
世
界
観
は
ニ
ー
チ
ェ
的
永
劫
回
帰
か
ら
超
脱
で
き
な
い
。
し

か
し
、
ホ
ル
バ
イ
ン
の
描
く
「
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
」
は
、
未
来
へ
の
直
線
方
向
へ
横
た
わ
り
、
そ
し
て
救
済
に
不
可
欠
な
「
古
い
人
か
ら

新
し
い
人
へ
」
の
「
転
回
／
移
行
」
を
導
く
！

カ
ン
ト
の
後
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
有（Sein

）―
無（N

ichts

）―
成
（W

erden

）」
と
い
う
弁
証
法
的
論
理
を
発
見
し
た
。
し
か
し
、「
土
曜



133 神に迫られた改革̶̶ 日本を神学する

日
の
キ
リ
ス
ト
」
に
体
現
さ
れ
た
論
理
は
、
そ
れ
と
も
違
う
、
そ
れ
は
「
無（N

ichts

）―
成（W

erden

）―
有（Sein

）」、
死
を
越
え
て
復

活
と
永
遠
の
生
命
へ
と
成
り
動
く
。
本
来
の
人
間
存
在
／
有
（Sein

）
と
は
、
洗
礼
に
お
け
る
「
死
ん
で
生
き
る
」
の
「
新
し
い
存
在
）
7
（

」
へ

の
動
き
「
成
（W

erden

）」
と
し
て
体
験
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
人
間
実
存
の
内
面
／
外
面
に
動
く
バ
ニ
ヤ
ン
的
「
前
進
」（Pilgrim

’s 

Progres

）
9
（s

）
へ
の
動
き
、
そ
の
前
進
の
究
極
は
、
こ
の
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
復
活
へ
と
新
生
の
動
き
で
あ
る
。
も
し
そ
こ
に
キ
リ

ス
ト
が
横
た
わ
っ
て
居
な
け
れ
ば
、
死
は
あ
の
自
殺
者
イ
ス
カ
リ
オ
テ
の
ユ
ダ
の
ア
ケ
ル
ダ
マ
へ
の
墜
落
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

パ
ウ
ロ
は

な
ぜ
「
わ
が
生
く
る
は
キ
リ
ス
ト
、
死
も
ま
た
わ
が
益
」
と
言
う
か
。
キ
リ
ス
ト
に
在
っ
て
死
↓
生
、
新
生
へ
転
向
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

か
。
洗
礼
も
聖
餐
も
、
そ
の
よ
う
に
し
て
サ
ク
ラ
メ
ン
タ
ル
な
の
で
あ
る
。
向
こ
う
岸
、
復
活
の
日
曜
日
へ
と
渡
る
こ
の
「
土
曜
日
の
キ
リ

ス
ト
」
の
横
倒
し
の
人
柱
の
「
無
―
成
―
有
」
の
動
き
に
運
ば
れ
て
、
救
済
の
動
き
を
体
験
・
実
感
す
る
の
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
の
文
書
は
、

そ
れ
を
体
験
し
実
感
を
も
っ
て
書
か
れ
た
）
10
（

。
――
こ
の
「
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
」、
横
倒
し
の
人
柱
は
、
世
界
史
の
中
に
横
た
わ
る
救
済
史

の
次
元
を
開
示
す
る
。
枯
れ
骨
の
谷
を
「
見
よ
！
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
預
言
者
は
死
者
の
中
に
自
分
を
も
見
た
。

な
ぜ
キ
リ
ス
ト
は
陰
府
の
深
み
に
橋
の
よ
う
に
横
た
わ
り
、
そ
し
て
あ
た
か
も
「
渡
れ
！
」
と
励
ま
す
よ
う
に
目
を
開
き
口
を
あ
け
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
）
11
（

。
あ
の
十
字
架
か
ら
復
活
へ
の
た
だ
一
日
だ
け
な
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
。「
主
に
あ
っ
て
は
、
一
日
は
千
年
の
よ
う
で

あ
り
、
千
年
は
一
日
の
よ
う
で
あ
る
」（
Ⅱ
ペ
テ
ロ
三
：
八
）。
あ
の
土
曜
日
の
一
日
、
そ
れ
は
千
年
で
も
あ
り
、
い
や
、
世
の
終
わ
り
ま

で
も
、
動
き
続
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
――
（
悪
い
譬
え
か
も
し
れ
な
い
が
）
あ
た
か
も
電
動
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
！
――
こ

の
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
救
済
史
（H

eilsgeschichte

）
の
「
方
向
と
線
」
が
決
定
さ
れ
て
い
る
！　

第
一
次
・
第
二
次
大
戦
か
ら
始
ま
っ
た

「
転
回
／
転
開
」
と
は
何
か
、
そ
れ
は
、
永
劫
回
帰
的
回
転
の
地
球
儀
的
グ
ロ
ー
ブ
が
、
直
線
的
未
来
方
向
へ
「
転
開
」（
つ
ま
り
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
）
へ
と
直
線
コ
ー
ス
に
入
っ
た
こ
と
の
感
覚
で
あ
り
、
そ
の
方
向
と
線
は
、
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
が
言
う
聖
書
的
な
創

世
記
か
ら
黙
示
録
に
至
る
救
済
史
的
直
線
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
終
末
論
的
未
来
へ
向
か
う
。
バ
ル
ト
的
垂
直
次
元
の
現
在
終
末
論
か

ら
、
今
や
ニ
ー
バ
ー
的
水
平
次
元
に
関
わ
る
歴
史
社
会
的
神
学
へ
と
の
新
し
い
関
わ
り
、
あ
る
い
は
新
し
い
関
係
づ
け
を
も
た
ね
ば
な
ら
な



134

く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

4
．
新
し
い
未
来
へ
の
エ
ク
ソ
ダ
ス

東
京
下
町
に
世
界
一
高
い
と
い
う
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
タ
ワ
ー
が
完
成
す
る
。
日
本
古
代
五
重
塔
の
「
心
柱
」
工
法
を
近
代
的
に
生
か
し
て

用
い
た
成
果
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
敗
戦
の
年
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
そ
の
地
は
ま
さ
に
「
賽
の
河
原
」
で
あ
っ
た
の
だ
）
12
（

。
こ
の
大
震

災
後
の
日
本
の
再
構
築
に
は
、
タ
テ
の
心
柱
で
は
な
い
、
そ
う
で
は
な
く
、
ヨ
コ
の
心
柱
が
必
要
で
は
な
い
か
。
あ
の
ホ
ル
バ
イ
ン
の
「
土

曜
日
の
キ
リ
ス
ト
」
は
、
金
曜
日
か
ら
日
曜
日
の
間
の
土
曜
日
の
深
い
淵
の
中
に
横
た
わ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、
救
済
論
（Soteriology

）
で

は
な
く
、
救
済
史
（H

eilsgeschichte

）
の
本
質
を
開
示
す
る
。
――
仏
教
の
「
生
老
病
死
」、
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
「
神
の
死
」
の
哲
学

の
閉
塞
的
円
環
を
打
ち
開
い
て
、
世
界
を
そ
し
て
人
間
を
直
線
化
す
る
。
未
来
志
向
・
新
形
成
へ
と
導
く
。
人
間
の
存
在
（Sein

）
と
は
無

↓
成
↓
有
、「
新
し
い
存
在
」（
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
言
う“N

ew
 B

eing ”

）
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
実
存
」（“E

xistenz ” 

外
へ
出
て
立
つ
）、

そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
的
実
存
で
は
な
い
か
。
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の
言
う “N

achforge ”

、
キ
リ
ス
ト
に
従
う
、
未
来
へ
向
か
っ
て
動
き
出
す
、

現
状
に
諦
念
せ
ず
停
滞
せ
ず
、
出
立
（exodus

）
す
る
の
で
あ
る
。
バ
ニ
ヤ
ン
的
「
ピ
ル
グ
リ
ム
ズ
・
プ
ロ
グ
レ
ス
！
」、
パ
ウ
ロ
は
言
う
、

「
い
つ
も
イ
エ
ス
の
死
を
こ
の
身
に
負
う
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
イ
エ
ス
の
い
の
ち
が
、
こ
の
身
に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
。
…
…
そ
れ
は

イ
エ
ス
の
い
の
ち
が
、
わ
た
し
た
ち
の
死
ぬ
べ
き
肉
体
に
現
れ
る
た
め
で
あ
る
」（
Ⅱ
コ
リ
四
：
一
〇
以
下
）。「
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
」
と

い
う
橋
上
で
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
言
葉
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
が
「
キ
リ
ス
ト
教
の
深
い
此
岸
性
）
13
（

」
と
言
っ
た
の
は
、
こ

の
深
い
淵
の
中
に
横
た
わ
る
「
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
十
字
架
か
ら
復
活
へ
と
渡
る
体
験
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

に
は
「
だ
れ
で
も
わ
た
し
に
つ
い
て
き
た
い
と
思
う
な
ら
、
自
分
を
捨
て
、
自
分
の
十
字
架
を
負
う
て
、
わ
た
し
に
従
っ
て
き
な
さ
い
。
自
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分
の
命
を
救
お
う
と
思
う
者
は
そ
れ
を
失
い
、
わ
た
し
の
た
め
、
ま
た
福
音
の
た
め
に
、
自
分
の
命
を
失
う
者
は
、
そ
れ
を
救
う
で
あ
ろ

う
。
人
が
全
世
界
を
も
う
け
て
も
、
自
分
の
命
を
損
し
た
ら
、
何
の
得
に
な
ろ
う
か
」（
マ
ル
コ
八
：
三
四
以
下
）
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
言

葉
は
、
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
の “N

achfolge ” 

を
導
く
。
そ
の
聖
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
が
、
現
代
の
「
火
の
柱
・
雲
の
柱
」、
世
界
史
の
中
を

貫
く
心
柱
・
救
済
史
で
あ
る
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
「
出
立
」
と
は
何
か
。
バ
ニ
ヤ
ン
の
同
時
代
人
ミ
ル
ト
ン
は
、「
宗
教
改
革
を
改
革
す
る
」（reform

ing of 

R
eform

ation itself
）
こ
と
を
言
っ
た
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
で
地
理
的
（
空
間
的
）
区
分
を
も
っ

て
宗
教
改
革
後
の
諸
派
分
裂
を
治
め
る
同
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
空
間
的
に
定
着
し
、
バ
ニ
ヤ
ン
的
前
進

を
失
っ
た
の
で
は
な
い
か
。「
イ
エ
ス
は
な
お
先
に
進
み
行
か
れ
る
」（
ル
カ
二
四
：
二
八
）、
わ
れ
わ
れ
は
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

今
わ
れ
わ
れ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
出
立
」
で
は
な
い
か
。
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ
し
て
終
末
論
的
未
来
へ
と
転
向
し
て
行
く
。
そ
の
中
で

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
は
「
た
え
ず
改
革
さ
れ
て
行
く
教
会
」 “E

cclesia sem
per reform

anda ” 

で
前
進
せ
ね
ば
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
動
向
の
道
先
案
内
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
わ
た
し
は
、
こ
の
大

震
災
は
、
戦
後
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
を
そ
の
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る
「
神
の
改
革
の
迫
り
」
を
感
じ
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。
わ
た

し
は
、
こ
こ
で
「
日
本
の
神
学
」
は
日
本
的
神
学
で
は
な
い
、
日
本
を
神
学
す
る
こ
と
だ
と
い
う
題
を
出
し
た
。
ミ
ル
ト
ン
は
『
ア
レ
オ
パ

ギ
テ
ィ
カ
』（
一
六
四
四
）
で
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
オ
シ
リ
ス
神
話
を
引
い
て
こ
ん
な
こ
と
を
書
い
た
。
反
乱
に
よ
っ
て
死
体
は
バ
ラ
バ
ラ

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
王
の
遺
体
の
断
片
を
妃
イ
シ
ス
は
「
野
を
越
え
山
を
越
え
探
し
た
」、
そ
し
て
「
真
理
の
主
の
再
臨
ま
で
は
全
部
見
つ

け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
」
と
注
釈
し
た
。
――
今
や
、
大
震
災
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
な
に
か
巨
大
な
課
題
を
神
か
ら
与
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
苦
悩
の
中
の
日
本
に
、
太
平
洋
を
越
え
て
こ
こ
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
か
た
が
た
に
、

日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ
た
中
国
の
孔
子
の
言
葉
「
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、
亦
楽
し
か
ら
ず
や
」
を
も
っ
て
、
心
か
ら
感
謝
と
歓
迎
の
意

を
表
し
た
い
。
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注

（
1
） 

金
子
み
す
ゞ
「
去
年
の
け
ふ
――
大
震
記
念
日
に
――
」『
空
の
か
あ
さ
ま
』、
新
装
版 

金
子
み
す
ゞ
全
集
・
Ⅱ
、
J
U
L
A
出
版
局
、
一
九
八
四

年
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
2
） 

一
九
二
六
年
日
本
は
大
正
か
ら
昭
和
へ
、
そ
し
て
一
九
三
一
年
満
州
国
成
立
、
大
陸
進
出
に
活
路
を
求
め
、
そ
の
後
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告

が
国
際
連
盟
に
提
出
、
日
本
は
孤
立
、
当
時
連
盟
常
任
理
事
国
で
あ
っ
た
日
本
の
代
表
松
岡
洋
右
（
ア
メ
リ
カ
育
ち
の
キ
リ
ス
ト
者
）
は
、「
か

つ
て
『
狂
ヘ
ル
輿
論
』
が
キ
リ
ス
ト
を
十
字
架
に
か
け
た
よ
う
に
、
現
在
の
輿
論
も
日
本
を
十
字
架
に
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
誤
っ
た
輿

論
は
数
年
の
う
ち
に
必
ず
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
壇
上
か
ら
下
り
た
。
――
そ
の
問
題
を
巡
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル

ド
・
ニ
ー
バ
ー
と
弟
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ー
バ
ー
と
の
論
争
が
あ
っ
た
。
リ
チ
ャ
ー
ド
は
日
本
の
満
州
国
問
題
に
関
し
て
、「
何
も
し
な
い
不
干
渉

の
美
徳
」
を
主
張
し
、
兄
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル
ド
は
そ
れ
に
反
対
し
た
。

（
3
） 

バ
ル
ト
の
『
教
会
教
義
学
』
の
全
訳
は
英
仏
訳
と
並
ん
で
日
本
は
世
界
で
三
番
目
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
態
に
至
る
の
は
、
日
本
の

明
治
憲
法
制
定
以
来
の
（
わ
た
し
が
ル
タ
ー
の
『
教
会
の
バ
ビ
ロ
ン
捕
囚
』
を
も
じ
っ
て
言
う
）「
ゲ
ル
マ
ン
捕
囚
」
の
結
果
で
あ
っ
た
。

（
4
） C

arl M
ichelson, T

he H
inge of H

istory

（1959

）
は
実
存
と
歴
史
の
関
わ
り
に
視
線
を
向
け
た
も
の
で
、
当
時
の
論
題
に
触
れ
て
い
る
。

（
5
） 

バ
ル
ト
の
垂
直
次
元
が
歴
史
的
現
実
と
接
す
る
接
点
に
方
向
性
を
与
え
る
試
み
は
、
バ
ル
ト
自
身
戦
後
の
た
と
え
ば
『
キ
リ
ス
ト
者
共
同
体
と

市
民
共
同
体
』（
一
九
三
八
／
一
九
四
六
、
二
九
節
参
照
） 

に
な
っ
て
よ
う
や
く
言
及
さ
れ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
讃
美
、
イ

ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
区
別
が
つ
か
な
い
な
ど
、
バ
ル
ト
神
学
の
思
わ
ぬ
問
題
性
を
露
呈
し

た
。
バ
ル
ト
に
は
、
リ
ン
ゼ
イ
が
指
摘
し
た
東
と
西
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
違
い
の
識
別
が
で
き
な
か
っ
た
。C

f. W
oodhouse, Puritanism

 and 

Liberty, Postscript to the 1950 edition.

（
6
） 

ホ
ル
バ
イ
ン
が
描
く
「
土
曜
日
の
キ
リ
ス
ト
」
と
は
、
黄
泉
の
深
い
淵
に
架
け
ら
れ
た
橋
、
横
の
「
人
柱
」
で
は
な
い
か
。
こ
れ
を
見
た
ド
ス

ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
が
『
白
痴
』
に
書
き
記
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
、
た
だ
わ
た
し
は
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
と
は
別
様
に
見
た
。
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（
7
） C

f .K
arl Loew

it, W
eltgeschichte und H

eilsgeschichte

――
レ
ー
ヴ
ィ
ッ
ト
自
身
は
し
か
し
ニ
ー
チ
ェ
に
回
帰
し
た
。

（
8
） 「
新
し
い
存
在
」
と
い
う
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
概
念
は
、
わ
れ
わ
れ
は
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
の
よ
う
に
存
在
論
的
に
で
は
な
く
「
歴
史
」
的
に
見
る
。

（
9
） C

f. John B
unyan, Pilgrim

’s Progress.

（
10
） 

こ
こ
で
仏
教
的
「
生
老
病
死
」
的
人
生
観
、
ま
た
東
日
本
大
震
災
の
惨
状
を
見
て
「
賽
の
河
原
」
と
言
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
使
徒
パ
ウ
ロ
は
、

そ
れ
と
は
異
質
の
キ
リ
ス
ト
教
死
生
観
を
提
示
す
る
。
こ
の
パ
ウ
ロ
の
言
葉
は
、
パ
ウ
ロ
の
神
学
的
実
存
を
言
い
表
し
て
い
る
こ
と
と
見
做
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
「
生
」
の
真
実
が
違
っ
て
現
れ
出
る
。

（
11
） 

の
ち
に
同
じ
黄
泉
に
横
た
わ
る
絵
を
書
い
た
が
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
は
目
を
閉
じ
て
い
る
。

（
12
） 

今
か
ら
六
七
年
前
、
あ
の
敗
戦
の
年
、
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
、
今
日
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
い
う
世
界
一
高
い
と
誇
る
塔
が
完
成
間
近
の
下
町

業
平
橋
界
隈
、
そ
の
地
域
は
、
大
空
襲
に
よ
っ
て
ま
さ
に
惨
憺
た
る
焦
熱
地
獄
と
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

（
13
） 

モ
ル
ト
マ
ン
、
喜
田
川
信
、
蓮
見
和
男
訳
『
神
学
の
展
望
』
新
教
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
五
七
頁
。




